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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

と
し
ち
ゃ
ん
と
ま
ま
ご
と
し
た
日
の
花
び
ら
の
ご
は
ん
の
よ
う
な

雪
が
ふ
り
積
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

　
雪
の
喩
が
秀
逸
。
幼
日
の
郷
愁
が
や
さ
し
い
気
持
ち
を
誘
う
。

ひ
そ
や
か
に
椿
の
蜜
を
吸
ひ
終
へ
て
和
菓
子
の
や
う
な
メ
ジ
ロ
飛

び
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子 

　
和
菓
子
を
喩
に
使
っ
て
、
独
自
性
が
あ
り
、
印
象
的
な
歌
。

寿
福
寺
の
敷
石
道
を
歩
む
と
き
匂
へ
る
木
漏
れ
日
額
に
遊
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
具
体
が
効
い
て
い
る
。「
遊
べ
る
」
と
し
て
、
動
き
が
出
た
。

ク
ロ
ー
バ
ー
に
手
話
の
母
子
が
坐
り
い
て
巨
船
入
り
来
る
桟
橋
見

て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
の
花
一
輪
が
差
し
て
あ
る
机
の
す
み
に
赤
が
ま
ぶ

し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

添
え
書
き
に
「
賀
状
遠
慮
」
八
十
路
と
か
お
屠
蘇
ふ
か
ざ
け
淋
し

さ
つ
の
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

凛
と
し
た
大
寒
の
朝
蝋
梅
は
〝
も
う
す
ぐ
春
よ
〞
と
黄
色
く
告
げ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
木
村
　
　
勲

恵
方
巻
売
る
コ
ー
ナ
ー
の
行
列
は
不
安
な
世
へ
の
希
望
な
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

裾
野
ま
で
雪
を
い
た
だ
く
今
朝
の
富
士
昼
を
過
ぎ
る
と
鎌
倉
も
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

万
歩
計
八
十
五
歳
の
誕
生
日
娘
に
贈
ら
れ
勇
み
て
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
秦
　
　
和
之

股
関
節
傷い

た
め
し
友
の
手
を
引
き
て
以
前
の
健
脚
戻
れ
と
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
鎌
倉
　
島
田
　
　
巌

〈
天
〉
抽
出
に
旅
の
思
い
出
春
浅
し
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
俳
句
は
季
語
が
大
事
。
こ
の
句
も
春
が
浅
い
か
ら
こ
そ
思
い
が

通
じ
た
。
抽
出
し
に
何
か
あ
っ
た
の
を
省
略
し
て
面
白
く
な
っ
た
。

〈
地
〉
淑
気
満
つ
読
経
の
間あ
ひ
の
鐘
の
音
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
作
品
。
中
七
下
五
の

流
れ
が
上
手
く
い
っ
た
。

〈
人
〉
虚
子
の
墓
拝
む
余
寒
の
朝
か
な
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
虚
子
の
墓
に
い
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
有
難
い
。
特
に
余
寒
は
虚

子
の
句
に
も
あ
り
、
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た

大
寒
の
一
人
に
湯
茶
の
静
心
　
　
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
こ
ん
な
場
面
は
な
か
な
か
な
い
。
伝
統
文
化
の
茶
の
心
と
句
の

心
が
一
致
し
た
い
い
場
面
で
あ
る
。

初
場
所
の
行
司
の
気
迫
砂
を
掃
く
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

　
行
司
も
人
間
。
初
場
所
は
と
く
に
気
迫
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

を
捉
え
た
作
者
の
目
も
確
。
　
　
　
　

大
仏
の
手
に
風
花
の
昇
天
し
　
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

　
鎌
倉
の
大
仏
ほ
ど
詩
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
下
五
が
個
性
的
。

大
寒
や
月
面
着
陸
ニ
ュ
ー
ス
湧
く
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

六
地
蔵
深
き
祈
り
や
梅
真
白
　
　
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

大
粒
の
白
梅
し
か
と
咲
く
古
木
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

老
ひ
て
な
ほ
笑
顔
振
り
ま
く
初
句
会
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

紅
梅
に
旗
を
あ
ず
け
る
茶
店
か
な
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

初
富
士
に
白
さ
献
ず
る
鷺
一
羽
　
　
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

冬
夕
焼
け
く
れ
ゆ
く
は
や
さ
惜
し
み
つ
つ
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

待
ち
わ
び
し
季と
き
の
魁
さ
き
が
けミ
モ
ザ
舞
ふ
　
　
　
藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

電
飾
を
着
飾
る
ヨ
ッ
ト
聖
夜
か
な
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

寒
風
や
川
面
走
り
て
棘
嵐
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
竹
内
　
　
進

昔
こ
こ
に
貸
農
園
や
冬
ざ
る
る
　
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

鎌
倉
や
思
ひ
の
ま
ま
に
猫
柳
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
中
村
　
　
喬

畦
焼
の
一
本
道
の
さ
き
は
湖
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

３
月
15
〜
18
日
鎌
倉
芸
術
館
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
微
粒
子

を
先
端
に
付
着
さ
せ
た
ボ
ー
ル

ペ
ン
型
の
ペ
ン
を
使
い
、
手
彫

り
で
ガ
ラ
ス
を
彫
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
伝
統
工
芸
・
グ
ラ
ス
リ
ッ

ツ
ェ
ン
の
作
品
展
。
講
師
の
伊

藤
啓
子
さ
ん
（「
ひ
と
」
欄
で

紹
介
）
と
教
室
生
の
20
年
を
超

え
る
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心
者
ま

で
約
40
人
の
作
品
、
約
２
５
０

点
を
展
示
。

グ
ラ
ス
や
皿
、
花
瓶
、
壁

画
な
ど
に
、
植
物
、
動
物
や
風

景
が
繊
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
手
彫
り
ガ
ラ
ス
は
生
活
に
彩

り
を
添
え
、
安
ら
ぎ
と
幸
せ
な

ひ
と
時
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
」と
伊
藤
さ
ん
。「
普

段
目
に
触
れ
る
こ
と
が

少
な
い
の
で
、
こ
の
機

会
に
ご
覧
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

入
場
無
料
。
問
い

合
わ
せ
伊
藤
方
☎
47
・

０
１
４
７

　
４
月
７
日
14
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。

　
桐
朋
学
園
大
卒
業
後
、
英

国
留
学
を
経
て
、
神
奈
川
県

推
薦
音
楽
会
や
東
京
シ
テ
ィ

フ
ィ
ル
と
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

な
ど
出
演
多
数
。
今
回
で
11

回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
。「
表

現
の
可
能
性
を
求
め
て
…
」

の
副
題
で
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

｢

４
つ
の
即
興
曲｣

、
ラ
ヴ
ェ

ル｢

ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓｣

な

ど
。
３
０
０
０
円
。
響こ

だ
ま
の
会
・

児
玉
方
☎
22
・
７
７
０
４

児
玉
康
子 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

「
今
、
私
の
魂

こ
こ
ろ

に
響
く
も
の
」
２
０
２
４

児玉康子さん

バラのシャンパングラス

　
４
月
12
日
12
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。

　
２
０
２
３
年
度
・
山
田
洋
次

監
督
作
品
。
吉
永
小
百
合
と
大

泉
洋
が
演
じ
る
「
母
と

息
子
」
の
物
語
。
上
映

後
、
山
田
監
督
と
俳

優
の
北
山
雅
康
さ
ん
の

挨
拶
と
撮
影
秘
話
。

　
２
千
円
、
前
売

１
８
０
０
円
、鎌
倉
芸
術
館
、

た
ら
ば
書
房
、
逗
子
文
化
プ

ラ
ザ
な
ど
扱
。
鎌
倉
同
人
会

☎
61
・
１
９
３
０

鎌
倉
同
人
会
２
０
２
４　

春
の
映
画
会

　 

「
こ
ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」
上
映
と

                  

山
田
洋
次
監
督
ト
ー
ク

山田洋次監督

Ⓒ
２
０
２
３
「
こ
ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」
製
作
委
員
会

 

グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ
ン
作
品
展

　

～
美
し
い
手
彫
り
ガ
ラ
ス
の
世
界

本
の
郷
愁
を
想
い
起
こ
す

名
曲
の
い
わ
れ
を
知
り
、
鑑

賞
し
、
歌
う
。
千
円
。
要
予

約
。
文
殊
の
会
・
尾
崎
方
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
４
１
４
４

▼
鎌
倉
男
声
合
唱
団 

牧パ
ン神

15

周
年
記
念
第
６
回
定
期
演
奏
会

　
３
月
23
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。「
土
の
歌
」
、
映
画

音
楽
な
ど
。
千
円
。
中
島
方

☎
24
・
７
６
８
１

▼
第
43
回
ア
ウ
フ
ツ
ィ
ー
エ
ン 

佐
藤
フ
ァ
ミ
リ
ー
合
同
演
奏
会

　
４
月
３
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ピ
ア
ノ

・
器
楽
・
独
唱
や
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
。
指
導
は
佐
藤
ゆ
り
・
望
・
洋

子
の
お
三
方
。
無
料
。
佐
藤
方
☎

０
５
０・３
１
３
８・２
５
５
０

▼
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー

ズ
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
４
月
６
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。「
愛
の

花
」「
守
っ
て
あ
げ
た
い
」

な
ど
。
指
揮
は
加
藤
尚
美
さ

ん
。
無
料
。
加
藤
方
☎
48
・

０
５
５
３

▼
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　
３
月
３
日
14
時
、
葉
山
町

福
祉
文
化
会
館
。
研
究
者
や

町
内
事
業
者
の
基
調
講
演
、

表
彰
式
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。
無
料
。

▽
葉
山
町
制
１
０
０
周
年
記

念
夏
み
か
ん
収
穫
祭
12
〜

15
時
、
花
の
木
公
園
・
町

役
場
駐
車
場
。
葉
山
町
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
１
１
１

▼
本
郷
先
生
の
鎌
倉
も
の
が

た
り
２

　
３
月
15
日
14
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
日
本
中
世
史
・
古

▽
３
月
16
日
13
時
半
、
あ
ー

す
ぷ
ら
ざ
。
上
映
後
、
齋

藤
弁
護
士
と
寺
田
監
督
の

ト
ー
ク
。
５
百
円
。
☎

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
映
画
上
映
会「
ビ
リ
ー
ブ
」

　
３
月
18
日
10
・
13
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

１
９
７
０
年
代
ア
メ
リ
カ

で
男
女
平
等
裁
判
に
挑
ん

だ
実
話
。
千
百
円
、
前
売

９
百
円
。
鎌
倉
友
の
会
☎

０
９
０・７
９
０
８・０
１
２
５

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
３
月
８
・
９
・
17
・
18
日

「
シ
ャ
ド
ー
デ
ィ
ー
ル
―
武

器
ビ
ジ
ネ
ス
の
闇
」
上
映

１
２
０
０
円
。
要
申
込
。
☎

０
５
０
・
１
８
０
８
・
５
５
９
５

▼
ふ
く
ぶ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ネ
マ「
Ｎ
Ｏ
　
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
，

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」

　
３
月
24
日
10
時
半
・
13

時
半
、
葉
山
町
福
祉
文
化

会
館
。
難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ
を
発

症
し
た
武
藤
将
胤
さ
ん
の

挑
戦
の
舞
台
裏
に
密
着
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
上
映

と
、
武
藤
さ
ん
、
毛
利
哲
也

監
督
の
舞
台
挨
拶
。
葉
山
町

主
催
。
千
円
。
☎
０
４
６
・

８
７
６
・
１
８
７
１

▼
植
木
リ
ト
ゥ
ル
エ
コ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
第
38
回
定
期
演
奏
会

　
３
月
９
日
13
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
小
学
生
18
名
の
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
が
ハ
ロ
ー

・
ド
ー
リ
ー
な
ど
の
ア
メ
リ

カ
ン
ポ
ッ
プ
を
演
奏
。
指
揮

は
勝
田
新
さ
ん
。
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

の
演
奏
も
。
無
料
。

▼
日
本
人
の
歌
ご
こ
ろ
〜
お

話
と
歌
唱

　
３
月
30
日
14
時
、
逗
子

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
日

郷
台
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
カ
ナ

ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
児
童

画
展
の
過
去
入
賞
作
品
の
中
か

ら
、
ね
こ
が
描
か
れ
た
絵
を
百

点
集
め
た
展
覧
会
。
無
料
。
☎

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
月
猫
展

　
３
月
２
〜
17
日
北
鎌
倉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
。
蟬
丸
作

品
の
展
示
と
絵
付
け
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
☎
22
・

２
９
１
３

▼
「
生
き
る
―
大
川
小
学
校

津
波
裁
判
を
闘
っ
た
人
た

ち
」
上
映
会

▽
３
月
10
日
13
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
東
日
本

大
震
災
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
上
映
後
齋
藤
雅
弘
弁

護
士
と
寺
田
和
弘
監
督
の
講

演
会
。
無
料
。
申
込
は
往
復

ハ
ガ
キ
で
同
セ
ン
タ
ー
。
☎

25
・
２
０
３
０

リ
コ
ー
ネ
」19
日
10
時
半
、21

日
14
時
、23
日
10
時
半
、24
日

14
時
／「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」

19
日
14
時
、20
日
14
時
、22
日

10
時
半
、24
日
10
時
半
／「
ひ

ま
わ
り
」20
日
10
時
半
、21
日

10
時
半
、22
日
14
時
、23
日
14

時
。千
円
、小
中
学
生
５
百

円
。☎
23
・
２
５
０
０

▼
ニ
ャ
ラ
テ
ィ
ブ
！
〜
物
語

か
ら
見
る
招
き
猫
亭
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
現
代
作
家
展

　
３
月
24
日
ま
で
藤
沢
市

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
藤
沢
市

所
蔵
の
「
招
き
猫
亭
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
と
現
代
作
家
の

作
品
を
猫
と
物
語
を
テ
ー

マ
に
紹
介
。
２
百
円
。
☎

０
４
６
６
・
30
・
１
８
１
６

▼
広
重
の
人
物
東
海
道
に
み

る
季
節
〜
藤
沢
に
雪
が
ふ
る

　
３
月
５
日
〜
５
月
６
日
藤

澤
浮
世
絵
館
。
広
重
の
東
海

道
シ
リ
ー
ズ
「
人
物
東
海

道
」
の
展
示
と
、
他
の
絵
師

が
描
い
た
当
時
の
風
物
の
浮

世
絵
も
紹
介
。
無
料
。
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

▼
戦
国
大
名
北
条
氏
と
西
相

模
・
伊
豆

　
３
月
16
日
〜
４
月
14
日

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
。

北
条
氏
関
係
文
書
な
ど
か

ら
、
戦
国
大
名
北
条
氏
の

当
主
が
直
轄
統
治
し
た
相

模
国
西
部
・
伊
豆
国
の
様

相
を
紹
介
。
３
百
円
。
☎

０
４
５
・
２
０
１
・
０
９
２
６

▼
ね
こ
ま
つ
り

　
３
月
９
日
〜
４
月
７
日
本

▼
ひ
な
人
形
―
願
い
を
こ
め

た
美
の
か
た
ち

　
４
月
14
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。多
様
な
形
式
の
雛
人
形
、

雛
道
具
な
ど
一
堂
に
。
５
百

円
。
☎
22
・
０
７
５
３

▼
私
と
家
族
と
、
ふ
る
さ
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
〜
日
本
に
避

難
し
て
き
た
人
々
の
大
切
な

写
真
た
ち

　
３
月
３
日
ま
で
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

ｃ
ｏ
ｍ
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
鎌
倉
、
５
〜
19
日
鎌
倉

市
役
所
。
日
本
に
避
難
し
て

い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
の

故
郷
で
の
家
族
の
姿
な
ど

を
展
示
。
無
料
。
ア
ル
ペ

な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
☎
55
・

５
４
２
２

▼
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
〜

清
方
が
描
い
た
子
ど
も
た
ち

　
３
月
２
日
〜
４
月
16
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
清
方

が
描
い
た
子
ど
も
に
焦
点
を

当
て
、
挿
絵
画
家
と
し
て
の

新
た
な
一
面
、
子
ど
も
へ
の

ま
な
ざ
し
を
紹
介
。３
百
円
。

☎
23
・
６
４
０
５

▼
嗣
治
と
蓬
春
―
二
人
の
見

た
風
景

　
３
月
31
日
ま
で
山
口
蓬
春

記
念
館
。
嗣
治
の
書
簡
か
ら

二
人
の
関
係
性
を
読
み
解

き
、
二
人
が
取
材
先
で
描
き

と
め
た
風
景
や
油
彩
画
の
肖

像
画
を
展
観
。
６
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
と
忘
れ
じ
の
名
優
た
ち

　
４
月
７
日
ま
で
川
喜
多

映
画
記
念
館
。
２
０
２
２
年

に
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
た

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

の
関
連
資
料
を
中
心
に
同
時

代
の
名
優
の
代
表
作
を
紹
介
。

２
百
円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。 

【
関
連
上
映
】「
モ
ン
パ
ル
ナ

ス
の
灯
」
３
月
12
・
14
・
16
日

10
時
半
、
13
・
15
・
17
日
14

時
／
「
肉
体
の
悪
魔
」
17
日
10

時
半
、
12
・
14
日
14
時
、
16
日

13
時
半
／
「
異
邦
人
」
26
・
29

日
10
時
半
、
27
・
30
日
14
時
／

「
若
者
の
す
べ
て
」
28
・
31
日

10
時
、
26
・
29
日
13
時
半
／

「
ボ
ル
サ
リ
ー
ノ
」
27
・
30
日

10
時
半
、
28
・
31
日
14
時
。
各

千
円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

▽
「
肉
体
の
悪
魔
」
上
映
と

ト
ー
ク
「
Ｊ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

と
と
も
に
歩
ん
だ
映
画
配
給

人
生
」
３
月
16
日
13
時
半
。

G
・
P
の
映
画
を
上
映
す
る

配
給
会
社
を
設
立
し
た
山
中

陽
子
さ
ん
の
話
。
千
６
百

円
、
小
中
学
生
８
百
円
。

▽
シ
ネ
マ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

映
画
が
恋
し
た
音
楽
篇
「
モ

伊
い

藤
とう

 啓
けい

子
こ

 さん 
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●
女
性
の
魅
力
を
艶
や
か
に

　
３
月
。
花
咲
月
。
夢
見
月
。

冬
の
名
残
を
運
ぶ
寒
風
は
日

ご
と
和
ら
ぐ
。
　

　
光
と
色
彩
が
微
妙
に
ゆ
れ

動
く
季
節
、
眩
し
い
光
に
映

え
る
色
彩
は
「
紅

く
れ
な
い」。

　
人
は
万
物
を
生
む
太
陽
の

「
赤
」
に
神
の
力
を
認
め
、

赤
色=

霊
力
で
魔
か
ら
免

れ
る
と
信
じ
崇
め
て
き
た
。

　
確
か
に
遺
跡
か
ら
発
掘
さ

れ
る
人
骨
や
埴
輪
の
目
や
口

の
部
分
に
赤
い
絵
具
を
施
し

た
痕
跡
が
窺
え
る
。

　
奈
良
期
、
額
に
紅
で
模
様

を
つ
け
る
化
粧
法
が
あ
り
、

現
在
で
も
祭
に
参
加
す
る
稚

児
の
化
粧
に
み
ら
れ
る
。

　
平
安
期
に
入
る
と
女
性
の

化
粧
法
は
赤
か
ら
白
へ
移
行
。

軒
の
深
い
寝
殿
造
り
の
室
内

で
映
え
た
の
は
赤
よ
り
白
。

　
鎌
倉
期
、
武
士
は
戦
場
へ

臨
む
た
め
神
に
加
護
を
願
い

頬
に
紅
を
さ
し
、
赤
化
粧
。

そ
の
伝
統
は
歌
舞
伎
役
者
の

隈
取
に
も
み
ら
れ
、
役
柄
を

誇
張
し
た
化
粧
法
。

　
江
戸
期
、
山
形
・
最
上
川

佐
伯
　
仁

86

流
域
は
紅
花
の
産
地
。
地
域

の
農
家
で
は
早
朝
に
紅
花
を

摘
み
、
発
酵
、
擂
り
潰
す
。

丸
餅
の
よ
う
に
固
め
花
餅
と

し
て
莚

む
し
ろの

上
で
乾
燥
。
商
人

の
手
で
京
・
大
阪
へ
。
き
も

の
の
染
料
、
さ
ら
に
口
紅
と

し
て
女
性
た
ち
の
唇
を
玉
虫

色
に
彩
っ
た
。

　
白
磁
の
器
に
塗
り
込
め
ら

れ
た
紅
花
は
、
女
性
た
ち
の

憧
れ
の
宝
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。

　
行
く
末
は
誰
が
肌
ふ
れ
む

　
紅
の
花
　
　
　
松
尾
芭
蕉

透
明
な
ガ
ラ
ス
の
食
器
や

板
に
繊
細
な
線
や
点
を
彫
り
、

花
や
鳥
や
動
物
を
描
く
。
欧
州

で
始
ま
っ
た
グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ

ン
と
い
う
技
法
だ
。
自
ら
多
く

の
作
品
を
作
り
、
生
徒
に
教
え

て
い
る
。
３
月
15
日
か
ら
４
日

間
、
２
年
に
１
回
で
10
回
目
と

な
る
各
教
室
合
同
作
品
展
を
、

鎌
倉
芸
術
館
で
開
く
。

一
人
娘
が
幼
稚
園
に
通
い

始
め
た
32
年
ほ
ど
前
、
新
聞
に

美
し
い
ガ
ラ
ス
の
写
真
が
載
っ

て
い
た
。
手
彫
り
で
模
様
を
描

い
た
も
の
だ
と
知
り
、
心
を
惹

か
れ
た
。
記
事
に
出
て
い
た
工

芸
家
が
、
東
京
・
渋
谷
で
教
え

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
さ
っ
そ

く
申
し
込
ん
だ
。
娘
が
幼
稚
園

に
い
る
時
間
を
使
っ
て
、
鎌
倉

市
台
の
自
宅
か
ら
通
っ
た
。

「
彫
る
の
が
楽
し
く
て
、
楽
し

く
て
仕
方
な
か
っ
た
」。
娘
が
小

さ
い
こ
ろ
、
作
業
が
自
宅
で
で

き
る
こ
と
も
好
都
合
だ
っ
た
。

５
、６
年
で
全
コ
ー
ス
を
終

え
、
教
え
る
側
に
。
最
初
に
紹

介
さ
れ
た
教
室
は
埼
玉
県
久
喜

市
だ
っ
た
。
人
気
は
高
く
、
15

人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
も
う

一
ク
ラ
ス
教
え
る
こ
と
に
。
湘

南
新
宿
ラ
イ
ン
も
な
い
時
代
。

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
荷
物
を
抱

え
て
２
時
間
半
か
け
て
通
っ
た
。

久
喜
市
の
教
室
は
10
年
で

閉
じ
た
。
一
時
期
は
９
カ
所
で

90
人
ほ
ど
に
教
え
て
い
た
が
、

自
分
の
作
品
を
つ
く
る
時
間
が

無
く
な
り
、
整
理
し
た
。
い
ま

は
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
横
浜
教
室
と
、
大
船
の
教
室

や
自
宅
な
ど
で
教
え
て
い
る
。

切
子
な
ど
の
ガ
ラ
ス
工
芸
は

機
械
を
使
う
が
、
グ
ラ
ス
リ
ッ

ツ
ェ
ン
は
ま
っ
た
く
の
手
作
業
。

先
に
ダ
イ
ヤ
が
つ
い
た
ボ
ー
ル

ペ
ン
型
の
道
具
を
使
う
。
紙
の

パ
タ
ー
ン
か
ら
ガ
ラ
ス
に
絵
の

輪
郭
を
写
し
と
り
、
微
細
な
線

を
１
本
１
本
描
い
て
い
く
。
小

さ
な
も
の
な
ら
２
時
間
ほ
ど
で

で
き
る
が
、
大
作
に
は
何
カ
月

も
か
か
る
。
ガ
ラ
ス
の
表
裏
両

面
に
図
柄
を
描
き
、
奥
深
さ
を

表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

花
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
図

鑑
や
写
真
を
見
て
動
物
を
描
い

た
り
。自
宅
に
は
そ
う
し
て
作
っ

た
図
案
集
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

国
内
だ
け
で
な
く
、
欧
州

や
中
東
な
ど
で
も
、
作
品
を
出

展
し
た
り
、
個
展
を
開
い
た
り

し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
で
出
版
も

し
た
。「
本
場
の
欧
州
で
評
価

さ
れ
る
の
は
嬉
し
い
」と
言
う
。

「
ガ
ラ
ス
を
手
に
入
れ
た

ら
、
そ
れ
を
目
の
前
に
し
て
、

何
を
彫
ろ
う
か
と
考
え
る
」

何
も
模
様
の
な
い
ガ
ラ
ス

製
品
は
意
外
に
少
な
い
。
以
前

は
吹
き
ガ
ラ
ス
を
作
っ
て
く
れ

る
作
家
が
い
た
が
、
引
退
し
て

し
ま
っ
た
。
大
き
な
吹
き
ガ
ラ

ス
を
作
っ
て
く
れ
る
工
房
は
な

か
な
か
な
い
と
い
う
。

「
だ
か
ら
出
か
け
た
ら
、
い

い
も
の
が
な
い
か
、
ガ
ラ
ス

ば
っ
か
り
見
て
い
る
」

会
社
員
の
父
親
が
勤
め
て

い
た
福
岡
県
で
生
ま
れ
、
東
京

で
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
た
。
結
婚
し

て
夫
の
生
地
で
あ
る
鎌
倉
に
住

む
。
娘
は
去
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で

で
き
な
か
っ
た
結
婚
式
を
挙

げ
、
い
ま
は
二
人
暮
ら
し
。
作

品
は
北
鎌
倉
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
航
」
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
74
歳
。

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

紅
く
れ
な
い

で
粧
う

文
書
学
が
専
門
の
東
京
大
学

・
本
郷
和
人
教
授
の
講
演
。

無
料
。
申
込
は
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
県
宅
建
協
会
鎌
倉
支
部

☎
23
・
２
０
８
５

▼
第
25
回
鎌
倉
同
人
会
講
座

「
鎌
倉
の
美
し
い
里
山
を
次

世
代
に
〜
北
鎌
倉
湧
水
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
」

　
３
月
19
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
里
山
再

生
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

22
年
の
活
動
や
目
標
を
代
表

の
野
口
稔
さ
ん
が
語
る
。
千

円
、
会
員
５
百
円
。
鎌
倉
同

人
会
☎
61
・
１
９
３
０

▼
か
ま
く
ら
シ
ニ
ア
健
康
大

学
「
意
外
と
知
ら
な
い
、
実

は
大
事
な
薬
の
話
」

　
３
月
22
日
10
時
、
深
沢
学

習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市
薬
剤

師
会
の
伊
藤
礼
子
さ
ん
の

話
。
無
料
。
市
民
健
康
課
☎

61
・
３
９
７
７

▼
星
野
椿
講
演
会
「
夜
明
け

・
わ
が
人
生
」
を
語
る
〜
俳

句
と
と
も
に
生
き
て

　
５
月
25
日
14
時
、
鎌
倉

芸
術
館
。
鎌
倉
の
俳
人
・

星
野
椿
さ
ん
（
94
）
が
祖
父

高
浜
虚
子
、
母
星
野
立

子
の
思
い
出
と
自
身
の
歩

み
、
俳
句
の
楽
し
さ
を
語

る
。
３
５
０
０
円
。
椿
さ

ん
の
著
書
付
。
同
館
☎

０
１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
３
月
２
日
十
二
所
果
樹

園
、
16
日
御
谷
山
林
。
各
９

時
半
現
地
集
合
。
▽
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
23
日
／
み
ど
り

ウ
ォ
ー
ク
・
お
話
サ
ロ
ン
30

日
。
☎
23
・６
６
２
１

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
３

月
３
・
17
日
11
・
14
時
。
無

料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ
10
日
10

時
頃
。
無
料
。
入
園
料
４
百

円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
消
防
・
防
災
フ
ェ
ア

２
０
２
４
in
逗
子

　
３
月
３
日
９
時
半
、
第
一

運
動
公
園
自
由
運
動
広
場
。

ミ
ニ
消
防
車
の
乗
車
体
験
は

し
ご
車
の
搭
乗
体
験
な
ど
。

無
料
。
逗
子
市
消
防
予
防

課
☎
０
４
６
・
８
７
１
・

４
３
２
６

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。

▽
お
て
ら
食
堂（
安
国
論
寺
）

３
月
３
日
12
時
半
。
▽
二
階

堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

15
日
17
時
半
。
▽
ソ
ン
ベ

カ
フ
ェ
27
日
16
時
半
。
各

大
人
５
百
円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０
・５
１
９
９
・
１
６
５
４

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
第
57
回
葉
山
町
文
化
祭

　
３
月
７
〜
17
日
葉
山
町
福

祉
文
化
会
館
、
葉
山
町
立
図

書
館
。
舞
踊
、
謡
曲
、
詩
吟
、

書
道
、
生
け
花
、
茶
道
な

ど
。
葉
山
町
文
化
協
会
・
教

育
委
員
会
主
催
。
伊
東
方
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
５
０
８
１

▼
書
道
無
料
体
験
教
室

　
３
月
８
日
14
時
、
日
本
総

合
書
芸
院
事
務
所
。
子
ど
も

〜
大
人
ま
で
毛
筆
を
使
っ
て

自
由
に
言
葉
や
名
前
を
書
く

体
験
会
。
道
具
貸
出
。
無
料
。

日
本
総
合
書
芸
院
☎
23
・

２
１
０
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
３
月

８
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･
衣
類
･
手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
９
日
７
時

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
３
月
10
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
毎
月
第
２
日
曜
、

雨
天
開
催
。
※
献
品
受
付
衣

類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア
ジ
ア

寺
子
屋
支
援
未
使
用
切
手・
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌

倉
市
関
谷
３
８
７
―
13
鎌
倉

ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
小
倉
宛
。
☎

０
８
０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
第
11
回
葉
山
ウ
ォ
ー
ク

　
３
月
16
日
９
時
半
鐙
摺

バ
ス
停
出
発
、
14
時
半
花

の
木
公
園
解
散
。
名
誉
町

民
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
街

歩
き
。
千
円
。
昼
食
持
参
。

葉
山
ま
ち
づ
く
り
協
会
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
０
４
２
１

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
３
月
16
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
17
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
。
本

田
方
☎
０
９
０
・
６
５
０
２
・

２
４
７
０

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
鎌
倉
山
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
広

町
の
大
桜
３
月
18
・20
・22
・26
日

９
時
半
江
ノ
電
極
楽
寺
駅
前
広

場
集
合
。約
５・５
㎞
。５
百
円
。

▽
花
ほ
こ
ろ
ぶ
比
企
ケ
谷
・

長
谷
巡
り
３
月
15
・
25
・
27
・

29
日
９
時
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台

広
場
集
合
。
約
２
㎞
。
７
百
円
。

▽
六
国
見
山
で
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

探
し
４
月
１
・
５
・
17
・
22
日

９
時
Ｊ
Ｒ
大
船
駅
北
改
札
下

集
合
。
約
４
・
５
㎞
。
７
百
円
。

▽
頼
朝
の
愛
し
た
三
崎
・
三

御
所
巡
り
４
月
３
・
12
日
９

時
半
京
急
三
崎
口
駅
改
札
出

口
出
発
。
約
４
㎞
。
７
百
円
。

▽
休
日
散
歩
「
桜
紀
行
Ⅱ
」

４
月
６
日
北
鎌
倉
駅
東
口
集

合
。
約
３
・
５
㎞
。
５
百
円
。

　
各
Ｈ
Ｐ
か
ら
要
申
込
。
交

通
費
、
拝
観
料
等
別
。
☎

24
・
６
５
４
８

▼
腰
越
漁
協
の
朝
市

　
３
月
21
日
10
時
〜
売
切
れ

次
第
終
了
。
腰
越
漁
協
事
務

所
前
。
☎
32
・
４
７
４
３

▼
古
着
市

　
３
月
24
日
10
〜
12
時
、
笛

田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
。

古
着
ほ
か
、
焼
き
菓
子
と
自

家
焙
煎
珈
琲
、
東
北
支
援
物

産
品
販
売
、
出
張
お
も
ち
ゃ

病
院
な
ど
。
※
古
着
寄
付
受

付
15
日
ま
で
（
平
日
10
〜
16

時
）
☎
32
・
９
０
９
４

　
３
月
19
〜
24
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
鎌
倉
を
中
心
に
活
動
す
る

古
都
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
原
田
寛

さ
ん
が
講
師
の
四
半
世
紀
続

く
写
真
講
座
の
特
別
展
。「
古

都
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
68

人
の
作
品
１
３
８
点
を
展

示
。
図
録
の
販
売
も
。
星
月

写
真
企
画
☎
23
・
３
６
９
４

 

第
25
回
記
念
特
別
展

　　
原
田
寛 

風
景
写
真
講
座 

作
品
展

鎌倉市中央図書館 （１月分）
　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は 1 月に一般 45 冊、
児童書 52 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「鬱の本」点滅社▼「パピルスのなかの永遠－書物
の歴史の物語　本をつくり、受け継ぎ、守るために戦う」
イレネ・バジェホ著　作品社▼「「むなしさ」の味わい方」
きたやまおさむ著　岩波書店（岩波新書）
　▼「ジェイソン流お金の稼ぎ方－コレだけやれば収入
が増える！」厚切りジェイソン著　ぴあ▼「感染症の歴
史学」飯島渉著　岩波書店（岩波新書）▼「日本鉄道模
型図鑑－鉄道模型がぜんぶわかる！」地理情報開発編　
平凡社（別冊太陽）▼「食べものから学ぶ現代社会－私
たちを動かす資本主義のカラクリ」平賀緑著　岩波書店
（岩波ジュニア新書）▼「大谷翔平語録－BACKSTAGE 
of SHO-TIME」斎藤庸裕著　宝島社
　▼「厨房の哲学者」脇屋友詞著　幻冬舎▼「ガラスの橋
－ロバート・アーサー自選傑作集」ロバート・アーサー
著　扶桑社（扶桑社ミステリー）▼「鎌倉けしや闇絵巻
　１～６」赤石路代著　小学館（プチコミックフラワー
コミックスα）▼「明治勲章大図鑑」平山晋編著　国書
刊行会（館内用）▼「日本軍服大図鑑　明治篇－写真集」
平山晋編著　国書刊行会（館内用）▼「中医・漢方生薬
大事典」陳士林主編　林余霖主編　正山征洋監修　科学
出版者東京（館内用）▼「さようなら、私たちに優しく
なかった、すべての人々」中西鼎著　小学館（ガガガ文庫）

　
３
月
23
日
東
京
の
荒
川
区
民

会
館
「
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
」
で

年
に
一
度
の
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
２
年
間
の
活
動
報

告
と
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
未
来
を

創
る
10
年
計
画
」
を
お
伝
え
し

ま
す
。
要
申
込
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
場
で
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区

東
尾
久
８
―
41
―
23 

☎FAX 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Em
ail:m

yanm
arfcg.info@

gmail.com
HP:http://mfcg.or.jp/
FB:https://www.facebook.
com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

　
こ
ん
に
ち
は
！
ミ
ャ
ン
マ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
菜
園
の
会
（
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｇ
）
の

代
表
理
事
・
医
師
の
名
知
仁
子

で
す
。
い
つ
も
応
援
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
会
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
僻

地
・
無
医
村
で
８
村
を
巡
回
し
、

村
の
住
民
の
「
命
」
を
育
み
、

夢
を
繋
ぐ
活
動
を
い
っ
し
ょ
に

行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

２
つ
の
柱
が
あ
り
、
１
つ
は
手

洗
い
の
重
要
性
や
正
し
い
う
が

い
の
方
法
、
歯
磨
き
交
換
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
さ
ら
に
ト
イ
レ
設

置
の
必
要
性
な
ど
の
保
健
衛

生
啓
蒙
活
動
全
体

で
す
。２
つ
目
は
、

有
機
野
菜
を
栽
培

す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
を

一
緒
に
行
い
、
生

き
る
・
活
き
る
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
明
け
の
２
０
２
３
年

度
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍

を
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ら
れ
て

向
い
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ

の
成
果
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
１

年
間
を
振
り
返
る
と
数
々
の
賞

を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
受
賞
は
皆
さ
ん

と
の
協
働
、
皆
さ
ん
の
応
援
が

認
め
ら
れ
た
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
11
月
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
か
ら

千
嘉
代
子
賞
／
２
０
２
３
年
１

月
埼
玉
県
荻
野
吟
子
賞
／
６
月

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功

労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞

／
８
月
外
務
大
臣
表
彰
。

　
こ
れ
ら
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ

う
に
さ
ら
に
活
動
に
精
進
し
て

い
き
ま
す
。

い
た
で
し
ょ
う
か
。
当
会
は

２
０
１
２
年
に
法
人
化
し
、
10

年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
の
蔓
延
後
は

村
に
入
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
活

動
を
行
え
ず
、
静
止
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
時
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
停
止
し
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
辛
い
時
も

忍
耐
と
継
続
、
そ
し
て
明
る
く

輝
く
こ
と
を
心
に
置
き
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
皆
さ
ん
と
共
に
前
を

（52）

２
０
２
３
年
度
を
振
り
返
っ
て

　　  　
３
月
23
日
東
京
で
活
動
報
告
会

代
表
理
事

名
知
仁
子

現
代
美
術 

買
取
・
販
売

草
間 

彌
生

村
上 

隆　
か
ほ

紅花


